
教育ダッシュボード実証事業 業務委託仕様書 

 

 

１ 業務名 
教育ダッ シュ ボード 実証事業 

 

２ 目的 
本事業は、 学校運営の質の向上を 目指し 、 学校に「 可視化さ れた教育データ （ ダッ シュ

ボード ）」 を 提供し て、 児童生徒、 教員、 管理職それぞれにと っ て有益なデータ（ エビデン

ス） を 可視化し 、 属人知に頼るこ と なく データ を活用するこ と で教育の質が向上するかを

実証するも の。  

 

３ 委託期間 
契約締結日から 令和７ 年３ 月３ １ 日まで 

 

４ スケジュール（案） 
令和６年 令和７年 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

           

 
５ 委託内容 
（１）実証環境構築 

ア 別紙「 R6 年度教育データ 可視化基盤実証_ システム構成案. pdf 」 の構成を 参考に

教育データ 可視化基盤を構築するこ と 。  

イ  教育ダッ シュ ボード の運用に必要なサーバリ ソ ースは、本市が別途契約する仮想

基盤上に準備する。 こ のため、 必要な仮想サーバリ ソ ース（ Ｃ Ｐ Ｕ 、 メ モリ 、 スト

レージ、 Ｏ Ｓ ） を 本市に提示するこ と 。 なお、 教育ダッ シュ ボード に必要と なるソ

フ ト ウェ ア（ Ｏ Ｓ は除く ） については、 本業務にて準備するこ と 。  

ウ アク セス可能な者を 制限するこ と を想定し たネッ ト ワーク 構成と するこ と 。詳細

は、 本市と 協議の上、 決定するこ と 。  

実証環境の構築 

テスト 

運用 

実証校での運用 

表示データとダッシュボードパネルのブラッシュアップ 

中期調

査実施 
最終調

査実施 



 

（２）取り扱う教育データの種類と取得方法 
データ の種類 取得方法 

ア 出欠情報、保健室利用情報、健康診断情

報、 テスト 結果 

校務支援システムから 抽出し たＣ Ｓ Ｖ フ ァ

イ ルの取り 込み 

イ  ※心の変容 児童生徒用入力フ ォ ームの作成（ 汎用的な

ツールの利用も 可） と 取り 込み 

ウ 生徒指導上の共有配慮事項 

（ 教職員で共有すべき 児童生徒の情報）  

教職員用入力フ ォ ームの作成（ 汎用的なツ

ールの利用も 可） と 取得 

エ 全国学力学習状況調査の調査結果 文部科学省から 配布さ れた学校ごと のＣ Ｓ

Ｖ フ ァ イ ルの取り 込み 

オ アンケート 結果 アン ケート の作成用フ ォ ーム及び児童生徒

用入力フ ォ ームの作成（ 汎用的なツ ールの

利用も 可） と 取り 込み 

※ 心の変容…「喜び」「怒り」「悲しみ」「普通」といった、心の状態を表すアイコン等を

児童生徒が選択し、日々の心の変容を記録するもの。 

（３）ダッシュボードパネル設計と構築 
ア パネル設計に際し ては、 事前に本市と 協議し たう えで行う こ と 。  

イ  初期構築で作成するパネル数は１ ５ パネル程度を想定。  

ウ 表示するパネルは、 学校、 学級、 個人と し 、 ド リ ルダウンを 可能と するこ と  

（４）教育委員会でのテスト運用 
ア 教育委員会がダッ シュ ボード のパネル閲覧や、 パネル作成、 現場の運用について

確認を 行う 中で、 必要と なるサポ―ト を 行う こ と 。  

イ  学校へ公開するまでに検出し た不具合や改善点について対策を 行っ た上で、学校

への実証環境公開が行えるよう にするこ と 。  

（５）教育委員会と実証校での運用 
ア 実証は小学校２ 校、 中学校２ 校の計４ 校にて行う 。  

イ  教育委員会と 学校がダッ シュ ボード のパネル閲覧や、現場の運用について確認を

行う 中で、 必要と なるサポ―ト を 行う こ と 。  

ウ 契約期間中にダッ シュ ボード のブラ ッ シュ アッ プを 行う こ と 。  

エ 中期調査、 最終調査で学校へ効果測定のアンケート を実施するこ と 。  

 

６ 実施体制 
（ １ ） 本業務を 確実に履行でき る体制を設けるこ と 。  

（ ２ ） 本業務に従事する者の中から 、 本市と の情報共有及び連絡を行う 担当者を １ 名選任

し 、 本市へ書面等により 連絡するこ と 。  

（ ３ ） 本業務に従事する者については、 以下の要件を満たす者を 含めるこ と 。  

過去５ 年間に地方公共団体において教育ダッ シュ ボード にかかる システム構築



に関する実務、または校務支援システムの保守運用に関する実務経験について事業

実績（ 現在履行中のも のを含む） があるこ と 。  

 

７ 成果物 
本業務で想定し ている成果物は以下のと おり である。  

 

成果品 内容 納入期限 

ア 業務計画書 本事業を 履行するための計画書 契約後速やかに 

イ  設計資料 教育ダッ シュ ボード 構築に係る設計資料 テスト 運用開始まで 

ウ 運用マニュ アル 
教育ダッ シュ ボード の運用にかかるマニ

ュ アル一式 

運用開始まで 

エ 効果測定結果 

報告書 

実証を行っ た学校に対するアンケート 等 中期報告 

令和６ 年１ １ 月中旬 

最終報告 

令和７ 年３ 月中旬 

オ 業務完了報告書 各業務の結果を まと めたも の。  業務終了後 

カ  その他 
本業務の遂行過程で取得し 、 又は作成し

た資料 

随時 

※ 成果物は指定のない限り 電子データ と し 、 日本語表記と するこ と 。 また、 電子データ の

作成は、 特に指定がない限り 、 本市職員が、 Wor d、 Excel 、 Power Poi nt  で編集でき るソ フ

ト を使用するこ と 。 それ以外のソ フ ト を 使用する際には本市に相談するこ と 。  

 

８ 業務実施に当たっての留意事項 
（１）業務の遂行 

ア 本業務の実施に当たっ ては、本仕様書に定めるも のの他、本市の指示に従う こ と 。 

イ  本業務の円滑な遂行を図るため、 受託者は本市職員と の連絡・ 連携を 密にし て業

務を 実施するこ と 。  

ウ 本業務の実施に先立ち、業務を 行う 受託者の体制を書面にまと め、本市に通知し 、

承認を得るこ と 。  

業務を遂行する ための体制及び配置予定の要員について、 その名簿及び各要員が

有する資格・ 業務経験・ 役割を 具体的に示すこ と 。 また、 作業スケジュ ールに対応

し て要員の配置に変動を生じ さ せる場合には、 配置計画についても 理由を 付し て明

示するこ と 。  

エ 本業務の実施に関し 、 業務の進行管理を 可能と する業務計画書を書面により 本市

に提出し 、 本市の承認を 得るこ と 。  

オ 本業務の実施に関し 、Web 会議等の対面によら ない方式を活用するこ と ができ る。

その際は、 予め本市の承認を得るこ と 。  

カ  本業務に必要と なるパソ コ ン 、 周辺機器、 消耗品等は、 受託者が用意するこ と 。 



キ 本業務に必要と なる作業場所等の環境は、受託者の負担で用意するこ と 。ただし 、

ヒ アリ ングや打合せ、 進捗状況報告等、 本市及び受託者が会議等を 行う 場所につい

ては、 事前に日程調整を行っ た上で、 本市が用意する。  

ク  本業務の進捗状況については常に把握し て円滑な執行管理を図るこ と と し 、 業務

計画書に変更が生じ るこ と が判明し た場合は、事前に本市と 協議を 行う こ と 。また、

変更と なっ た場合は速やかに変更し た業務計画書を 提出するこ と 。  

（２）情報の提供 
発注者は、 受注者の業務遂行に当たり 必要な情報を 提供する。 ただし 、 必要と さ れる

範囲は、 受注者の申出に基づき 発注者と 受注者と の間で協議する。  

（３）資料の貸与 
ア 受注者は、 本業務遂行上必要がある場合は、 発注者の所有する資料の貸与を 要請

するこ と ができ るも のと する。  

イ  発注者は、 受注者から 前項の要請があり 、 その必要性を認める 場合は、 要請さ れ

た資料を 貸与するも のと する。  

ウ 受注者は、 前項により 資料の提供を 受けた場合は、 適正に提供資料の維持管理に

当たら なければなら ない。 また、 発注者から の返還要求があっ たと き 及び本委託業

務が終了し たと き は、 当該資料を 速やかに発注者に返還し なければなら ない。  

（４）法令等の遵守 
本業務の履行に当たっ ては、 関係の法令、 本市条例・ 規則・ 要綱等を十分理解し 、 遵

守するこ と 。  

 

９ 情報セキュリティに関する事項 
受託者及び業務従事者は、 I SMSやプラ イ バシーマーク などの認証を取得し ており 、業務の実

施に当たっ て関係の法令、 本市条例・ 規則・ 要綱等を遵守し 、 常に情報セキュ リ ティ が確

保さ れるよう 努めなければなら ない。  

と く に、 本事業は教職員及び教育委員会が教育データ を 収集、 分析、 可視化し 、 学校、

児童生徒に対し て必要な支援を 行う も のであり 、それ以外の目的で教育データ を 活用し て

はなら ない。  

 

１０ その他 
本業務の履行に際し て疑義が生じ た場合には、双方で協議を 行い必要な措置を 講じ るも

のと する。  
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※ □が、本実証にて構築を想定しているもの
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